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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年12月8日(2008.12.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉによって表される化合物、又はその単一の立体異性体、立体異性体の混合物若しく
は薬理学的に許容できる塩：

【化１】

（Ｉ）
［式中、
　ＸはＯ又はＳ（Ｏ）０－２であり；
　Ｒ１、Ｒ３及びＲ４は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロア
ルキル、ハロゲン、ニトロ、シアノ、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、ス
ルファニル、Ｃ６－Ｃ１４アリール、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を
有する５～１０員ヘテロシクリル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、アシル、カルボ
キシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、アミド、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル及びＣ２－Ｃ

１０アルキニルからなる群から選択され；又は
　Ｒ３及びＲ４はこれらに結合する炭素原子と共に、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４
のヘテロ原子を有するＣ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ１４アリール又は５～１０
員ヘテロシクリル環を形成し；
　Ｒ２はヒドロキシ、アミノ、カルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、－ＯＣ（Ｏ）
－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アルキル）、－Ｏ－（Ｃ２－Ｃ１０アルケニル）、－Ｏ－アシル、
－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン
）－ＣＯＯＲａ、－ＯＣ（Ｏ）－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－
アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－（５
～１０員ヘテロシクリル）、－ＯＣ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－（５～１０員
ヘテロシクリル）からなる群から選択され；
　Ｒ５及びＲ６は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル
、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、
ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ

１－Ｃ１０アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、スルフ
ァニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒｄ、－
ＮＲＯＲａ及び－ＮＲ－ＮＲｂＲｃからなる群から選択され；又はそれらが結合する炭素
原子と共に、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲａ、Ｃ＝Ｎ－ＮＲｂＲｃ又は任意に置換されてよい（Ｃ

３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
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　Ｒ７及びＲ８は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル
、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、
Ｃ１－Ｃ１０アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、スル
ファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、Ｃ６－Ｃ１４アリール、Ｏ、Ｎ及びＳから選択さ
れる１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ、
－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒｄ、－ＮＲＯＲａ及び－ＮＲ－ＮＲｂＲｃからなる群から選択され；又
はそれらが結合する炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲａ、Ｃ＝Ｎ－ＮＲｂＲｃ又は任
意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ９及びＲ１０は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキ
ル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１－Ｃ１０アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、ス
ルファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒｄ

、－ＮＲＯＲａ及び－ＮＲ－ＮＲｂＲｃからなる群から選択され；又はそれらが結合する
炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲａ、Ｃ＝Ｎ－ＮＲｂＲｃ又は任意に置換されてよい
（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒは水素又はＣ１－Ｃ１０アルキルであり；
　Ｒａは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０アル
ケニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシク
リル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
　Ｒｂ及びＲｃは独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル
、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１
～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる
群から選択され；又はそれらが結合する窒素原子と共に、任意に１～３個の－Ｎ－、－Ｏ
－又は－Ｓ－原子を組み込む、任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３～８員環を形
成し；
　Ｒｄは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０アル
ケニル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有す
る５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
　ｎは０又は１であり；
　但し、
　ａ．－ＣＲ５Ｒ６、－ＣＲ７Ｒ８又は－ＣＲ９Ｒ１０の少なくとも一つは（Ｃ３－Ｃ４

）シクロアルキル環であり；
　ｂ．Ｒ１、Ｒ３及びＲ４のうち一つのみが水素であり；
　ｃ．ｎが０である場合、Ｒ５及びＲ６は独立して水素でなく、又はそれらが結合する炭
素原子と共にＣ＝Ｏを形成しない］。
【請求項２】
　化合物が式ＩＡである、請求項１記載の化合物、又はその単一の立体異性体、立体異性
体の混合物若しくは薬理学的に許容できる塩：
【化２】

（ＩＡ）
［式中、
　ＸはＯ又はＳ（Ｏ）０－２であり；
　Ｒ４１、Ｒ４３及びＲ４４は独立して、水素、ハロ、アシル、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル
、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、
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及びアミノ、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４の
ヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、カルボニルアミノ及びシアノによって任
意に置換されるＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群から選択され；
　Ｒ４２はヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アル
キル）、－Ｏ－アシル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－（
Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１０アルキレン）－
アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－（５～１０員ヘテロシクリル）、－ＯＣ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ１０

アルキレン）－（５～１０員ヘテロシクリル）及び－ＯＣ（Ｏ）－カルボニルアミノから
なる群から選択され；
　Ｒ４５及びＲ４６は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択さ
れる１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６ア
ルコキシ、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、スルファニル、シアノ、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒｄ、－ＮＲＯＲａからなる群から選択されるか、
又はそれらが結合する炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲａ又は任意に置換されてよい
（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ４７及びＲ４８は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、ヒドロキシ及びＣ１－Ｃ

６アルコキシ、及びＯ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員
ヘテロシクリルからなる群から選択されるか、又はそれらが結合する炭素原子と共に、任
意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ４９及びＲ４１０は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロア
ルキル、ヒドロキシ及びＣ１－Ｃ６アルコキシからなる群から選択されるか、又はそれら
が結合する炭素原子と共に、任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形
成し；
　Ｒａは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０アル
ケニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシク
リル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
　Ｒｂ及びＲｃは独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル
、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１
～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる
群から選択されるか；又はそれらが結合する窒素原子と共に、任意に１～３個の－Ｎ－、
－Ｏ－又は－Ｓ－原子が組み込まれ、任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３～８員
環を形成し；
　但し、
　ａ．－ＣＲ４５Ｒ４６、－ＣＲ４７Ｒ４８又は－ＣＲ４９Ｒ４１０の少なくとも一つは
（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環であり；
　ｂ．Ｒ４１、Ｒ４３及びＲ４４のうち一つのみが水素である］。
【請求項３】
　化合物が式ＩＢ：
【化３】

（ＩＢ）
で示される化合物である、請求項２記載の化合物。
【請求項４】
　ｎが１であり、Ｒ２がヒドロキシである、請求項１記載の化合物。
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【請求項５】
　Ｒ１、Ｒ３及びＲ４が独立して、水素、ハロゲン及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群
から選択される、請求項４記載の化合物。
【請求項６】
　－ＣＲ５Ｒ６が任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環である、請求項
５記載の化合物。
【請求項７】
　－ＣＲ７Ｒ８が任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環である、請求項
５記載の化合物。
【請求項８】
　－ＣＲ９Ｒ１０が任意に置換されてよいシクロプロピル又はシクロブチルである、請求
項５記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ５が－ＮＲＯＲａであり、Ｒ６が水素である、請求項１記載の化合物
【請求項１０】
　Ｒ５がヒドロキシであり、Ｒ６が水素である、請求項１記載の化合物。
【請求項１１】
　－ＣＲ９Ｒ１０が任意に置換されてよいシクロブチルである、請求項９記載の化合物。
【請求項１２】
　－ＣＲ９Ｒ１０が任意に置換されてよいシクロブチルである、請求項１０記載の化合物
。
【請求項１３】
　ｎが０であり、Ｒ２がヒドロキシであり、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４が独立して水素、ハロゲ
ン及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群から選択される、請求項９記載の化合物。
【請求項１４】
　ｎが０であり、Ｒ２がヒドロキシであり、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４が独立して水素、ハロゲ
ン及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群から選択される、請求項１０記載の化合物。
【請求項１５】
　ｎが１であり、Ｒ２がヒドロキシであり、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４が独立して水素、ハロゲ
ン及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群から選択される、請求項９記載の化合物。
【請求項１６】
　ｎが１であり、Ｒ２がヒドロキシであり、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４が独立して水素、ハロゲ
ン及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群から選択される、請求項１０記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ５及びＲ６が水素である、請求項４記載の化合物。
【請求項１８】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩からなる群から選択される、請求項１記載の化合物：
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－オール；
５－クロロ－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５’，７’，８’－トリメチル－２’，３’－ジヒドロスピロ［シクロブタン，１，４’
－チオクロメン］－６’－オール；
７－クロロ－５，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロプロパ
ン］－６－オール；
５’，７’，８’－トリメチル－２’，３’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，４’
－チオクロメン］－６’－オール１’－オキシド；
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５’，７’，８’－トリメチル－２’，３’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，４’
－チオクロメン］－６’－オール１’，１’－ジオキシド；
５－クロロ－８－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－オール；
５，８－ジメチル－７－（３－メチルブチル）－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
５’，７’，８’－トリメチル－２’，３’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，４’
－チオクロメン］－６’－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
２’，２’，５’，７’，８’－ペンタメチル－２’，３’－ジヒドロスピロ［シクロブ
タン－１，４’－チオクロメン］－６’－オール；
５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
８－クロロ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
８－クロロ－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－オール；
８－イソプロピル－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロプロパン］－４
（３Ｈ）オン；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロプロパン］－
４，６－ジオール；
７－クロロ－５，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
５－イソプロピル－８－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロプロパン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロプロパン］－４
－オン　Ｏ－メチルオキシム；
６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チ
オクロメン］－４’（３’Ｈ）－オン；
５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，２’
－チオクロメン］－６’－オール
６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］
－４－オン；
５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオー
ル；
６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チ
オクロマン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
４’（メトキシアミノ）－５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ
［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
７－クロロ－５，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－イルニコチネート；
５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－メトキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－
６－オール；
５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，２’
－チオクロメン］－６’－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
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６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルチオクロマン－４－イルフェニルカルバマート
；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－イル－２－（４－メチルピペラジン－１－イル）アセテート；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－イルフェニルカルバマート；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－イルフェニル（フェニルカルバモイル）カルバマート；
４－エトキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－
６－オール；
２－（７－クロロ－５，８－ジメチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６
－イルオキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルエタンアミン；
４－（メトキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－イルアセテート；
４－（メトキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
２－（ジメチルアミノ）エチル５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－２，１’－シ
クロブタン］－６－イル炭酸塩；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－イル１Ｈ－イミダゾール－１－カルボン酸塩；
２－（７－クロロ－５，８－ジメチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６
－イルオキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパン－１－アミン；
４－アミノ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－
シクロブタン］－６－イルアセテート；
４－（ヘキシルアミノ）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
１－（ジメチルアミノ）－３－［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－
スピロ－［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル）オキシ］プロパン－２－オ
ール；
１－（ピロリジニル）－３－［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ス
ピロ－［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル）オキシ］プロパン－２－オー
ル；
５，７，８－トリメチル－４－ピロリジン－１－イル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（アミノメチル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオール；
５，７，８－トリメチル－４－モルホリン－４－イル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－３，６－ジオール；
４－（シクロプロピルアミノ）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－
シクロブタン］－６－オール；
５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－イル２－（
ジメチルアミノ）アセテート；
３－メトキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’
－シクロブタン］－６－オール；
４－（アミノメチル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－６－オール；
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Ｎ－［（６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－４－イル）メチル］アセトアミド；
４－［（エチルアミノ）メチル］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［
クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
３－（ヒドロキシメチル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
２－｛［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－イル）オキシ］メチル｝ピリジン；
２－｛［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－イル）オキシ］メチル｝キノリン；
６－ヒドロキシ－３，５，７，８－テトラメチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブ
タン］－４（３Ｈ）－オン；
３－（モルホリノメチル）－５，７，８－トリメチル－４－オキソ－３，４－ジヒドロス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イルアセテート；
３－（モルホリノメチル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオール；
４－［（ジエチルアミノ）メチル］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ
［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－メトキシ－３，５，７，８－テトラメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
３，５，７，８－テトラメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－４，６－ジオール；
４－メトキシ－３，５，７，８－テトラメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－４－カルボニトリル；
メチル｛［（６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－３－イル）メチル］チオ｝アセテート；
４－エトキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’
－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－メトキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－エトキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４－イソプロポキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’
－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－４，６－ジオール；
５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４
，６－ジオール；
７，８－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
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４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－７，８－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロマン－３，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
８－（ヒドロキシメチル）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
８－（メトキシメチル）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（シクロペンチルオキシ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－ジオール；
４－（エトキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（イソプロピルチオ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４
，６－ジオール；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４’－（エトキシアミノ）－５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピ
ロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４’－（エトキシアミノ）－５’，７’－ジメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シク
ロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４－（エトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
５－［１－（エトキシアミノ）エチル］－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［
クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－イルアセテート；
４’－（メトキシアミノ）－５’，７’－ジメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シク
ロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４－（エトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４－［メトキシ（メチル）アミノ］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ
［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］
－４（３Ｈ）－オンオキシム；
４－（ヒドロキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
８－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール
５，７－ジメチル－８－ビニル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
４－［ヒドロキシ（メチル）アミノ］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピ
ロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オンオキシム；
４－（ヒドロキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
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４－［ヒドロキシ（メチル）アミノ］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
８－［（エトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－［メトキシ（メチル）アミノ］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－［エチル（メトキシ）アミノ］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－４－メトキシアミノ－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’
－シクロブタン］－６－イル（ジメチルアミノ）アセテート；
エチル４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－イル炭酸塩；
６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
（４Ｅ）－６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタ
ン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
（４Ｚ）－６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタ
ン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
５－エチル－４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－５－エチル－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５－エチル－６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
５－エチル－６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チ
オクロメン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チ
オクロメン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
６’－ヒドロキシ－５’，７’－ジメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメ
ン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
３－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－イルピバル酸塩；
メチル３－（６－ヒドロキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－８－イル）－４，５－ジヒドロイソオキサゾール－５－カル
ボン酸塩；
６’－ヒドロキシ－５’，７’－ジメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメ
ン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；
５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オンオキシム；
（４Ｓ）－４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
（４Ｒ）－４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－８－（５－ブチル－イソオキサゾール－３－イル）－３，４－ジヒド
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ロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
Ｎ－（６－ヒドロキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－４－イル）メタンスルホンアミド；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－８－（１，３－オキサゾール－５－イル）－３，４－ジヒドロスピロ
［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
Ｎ－（６－ヒドロキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－４－イル）ベンゼンスルホンアミド；
５，７－ジイソプロピル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－６－オール；
６－ヒドロキシ－５，７－ジイソプロピル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－８－カルバルデヒド；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－イルイソ酪酸塩；
３－［（エトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ－［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
３－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ－［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチル－５－（２－キノリン－２－イルエチル））３，４－ジヒドロスピロ－
［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジイソプロピル－８－［（メトキシアミノ）メチル］３，４－ジヒドロスピロ［
クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５－（３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエニル）－７，８－ジメチルスピロ［クロマ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
７－イソプロピル－４－（メトキシアミノ）－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－（３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエニル）－５，８－ジメチルスピロ［クロマ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
８－（４，５－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル）－５，７－ジエチル－３，４
－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－（４，５－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル）－５，８－ジメチル－３，４
－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－エチル－４－（メトキシアミノ）－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５－エチル－４－（メトキシアミノ）－７－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
（Ｚ）－５，７－ジエチル－８－（ヒドロキシメチル）－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジエチル－８－（ヒドロキシメチル）－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－イソプロピル－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
７－（１－ベンゾフラン－２－イル）－２，２，５，８－テトラメチルクロマン－６－オ
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ール；
７－（３，７－ジメチルオクチル）－５，８－ジメチルスピロ［クロマン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
８－（ヒドロキシメチル）－７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’
－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－３－（オキサゾール－５－イル）スピロ［クロマン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
７－イソプロピル－４－メトキシ－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタ
ン］－６－オール；
７－（５，６－ジメチル－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－２－イル）－５，８－ジメ
チルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（モルホリノメチル）スピロ［クロマン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
８－（ヒドロキシメチル）－５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
８－（（ヒドロキシアミノ）メチル）－５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
５，８－ジメチル－７－（２－（キノリン－２－イル）エチル）スピロ［クロマン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
Ｎ－（（６－ヒドロキシ－５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シクロ
ブタン］－８－イル）メチル）－Ｎ－メチルアセトアミド；
５，７－ジイソプロピル－８－（メトキシメチル）スピロ［クロマン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５，７－ジエチル－３－（ヒドロキシメチル）スピロ［クロマン－２，１’－シクロブタ
ン］－６－オール；
８－（アセトアミドメチル）－５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
メチル２－（（５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロマン－２，１’－シクロ
ブタン］－３－イル）メチルチオ）アセテート；
（５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－３
－イル）メチルカルバマート；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，
６－ジオール；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シク
ロブタン］－６－イルアセテート；
５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６－イル２－ア
ミノ－２－オキソアセテート；
２－ヒドロキシ－２－（６－ヒドロキシ－５，７－ジイソプロピルスピロ［クロマン－２
，１’－シクロブタン］－８－イル）アセトニトリル；
７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
５－エチル－７－イソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
（Ｓ）－５，７－ジエチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
（Ｒ）－５，７－ジエチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
（Ｓ）－７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－
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４，６－ジオール；
（Ｒ）－７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－
４，６－ジオール；
５，７－ジエチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオール。
【請求項１９】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩からなる群から選択される、請求項１記載の化合物：
Ｎ－（６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－４－イル）アセトアミド；
Ｎ－（６－ヒドロキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－４－イル）アセトアミド；
Ｎ－（６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－４－イル）ブタンアミド。
【請求項２０】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩からなる群から選択される、請求項１記載の化合物：
４’（メトキシアミノ）－５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ
［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－７，８－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４’－（エトキシアミノ）－５’，７’，８’－トリメチル－３’，４’－ジヒドロスピ
ロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４’－（エトキシアミノ）－５’，７’－ジメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シク
ロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４－（エトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
４’－（メトキシアミノ）－５’，７’－ジメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シク
ロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’－オール；
４－［エチル（メトキシ）アミノ］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５－エチル－４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（エトキシアミノ）－５－エチル－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
（４Ｓ）－４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
（４Ｒ）－４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
４－（メトキシアミノ）－５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；
３－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ－［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－イソプロピル－４－（メトキシアミノ）－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
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７－エチル－４－（メトキシアミノ）－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５－エチル－４－（メトキシアミノ）－７－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン
－２，１’－シクロブタン］－６－オール。
【請求項２１】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩からなる群から選択される、請求項１記載の化合物：
５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオー
ル；
５，７－ジメチル－４Ｈ－スピロ［クロメン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン
］－４，６－ジオール；
５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４
，６－ジオール；
７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオール；
５，７－ジエチル－８－（ヒドロキシメチル）－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，
６－ジオール；
７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
５－エチル－７－イソプロピルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；
（Ｓ）－５，７－ジエチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
（Ｒ）－５，７－ジエチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－４，６－ジオ
ール；
（Ｓ）－７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－
４，６－ジオール；
（Ｒ）－７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－
４，６－ジオール；
５，７－ジエチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－４，６－ジオール。
【請求項２２】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩から選択される、請求項１記載の化合物：
７－イソプロピル－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
７－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－８－ビニル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５，７－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
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５，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；
７，８－ジメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロプロパン］－６－オール；
８－クロロ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；
５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロプロパ
ン］－６－オール。
【請求項２３】
　式ＩＩによって表される化合物、又はその単一の立体異性体、立体異性体の混合物、薬
理学的に許容できる塩、互変異性体若しくはプロドラッグ：
【化４】

（ＩＩ）
［式中、
　ＸはＯ、Ｓ（Ｏ）０－２又はＮＲ２００であり；
　Ｒ２１、Ｒ２３及びＲ２４は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シ
クロアルキル、ハロゲン、ニトロ、シアノ、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミ
ノ、スルファニル、Ｃ６－Ｃ１４アリール、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ
原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキ
シ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、アミド、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル及びＣ２－Ｃ１

０アルキニルからなる群から選択され；又は
　Ｒ２３及びＲ２４はこれらに結合する炭素原子と共に、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、
Ｃ６－Ｃ１４アリール、又はＯ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５
～１０員ヘテロシクリル環を形成し；
　Ｒ２２はヒドロキシ、アミノ、カルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、－Ｏ－アル
ケニル、－Ｏ－アシル、－Ｏ－アルキレン－アミノ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－アルキレン－ＣＯ
ＯＲ２ａ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－アミノ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－アルキレン－アミノ、－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－ヘテロシクリル、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－アルキレン－ヘテロシクリル、－Ｏ－グルコシ
ド、－Ｏ－ホスホリル、－Ｏ－アルキレン－ホスホリル及び－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＡＡからな
る群から選択され、ＡＡはアミノ酸又はジ、トリ又はテトラペプチドであり；
　Ｒ２６及びＲ２７は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアル
キル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニ
ル、Ｃ１－Ｃ１０アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ、
スルファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、Ｃ６－Ｃ１４アリール、Ｏ、Ｎ及びＳから選
択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、－Ｃ＝Ｎ－ＯＲ２０、
－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２ｂＲ２ｃ、－ＮＲ２０Ｃ（Ｏ）Ｒ２ｄ、－ＮＲ２０ＯＲ２ａ及び－Ｎ
Ｒ２０－ＮＲ２ｂＲ２ｃからなる群から選択され；
　Ｒ２９及びＲ２１０はそれらが結合する炭素原子と共に、任意に置換されてよい（Ｃ３

－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ２０は水素又はＣ１－Ｃ１０アルキルであり；
　Ｒ２００は水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、アラルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、
Ｃ２－Ｃ１０アルケニル、Ｃ２－Ｃ１０アルキニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ
及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－
Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
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　Ｒ２ａは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ア
ルケニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシ
クリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
　Ｒ２ｂ及びＲ２ｃは独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアル
キル、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択され
る１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールから
なる群から選択され；又はそれらが結合する窒素原子と共に、任意に１～３個の－Ｎ－、
－Ｏ－又は－Ｓ－原子が組み込まれ、任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３～８員
環を形成し；
　Ｒ２ｄは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ア
ルケニル、アミノ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ
原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択さ
れ；
　但し、Ｒ２６又はＲ２７が－ＮＲ２０Ｃ（Ｏ）Ｒ２ｄ、－ＮＨＯＲ２ａ又は－ＮＨ－Ｎ
Ｒ２ｂＲ２ｃである場合、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３及びＲ２４のうち一つのみが水素であ
る］。
【請求項２４】
　化合物が式ＩＩＡである、請求項２３記載の化合物、又はその単一の立体異性体、立体
異性体の混合物、薬理学的に許容できる塩若しくはプロドラッグ：
【化５】

（ＩＩＡ）
［式中、
　Ｒ５１、Ｒ５３及びＲ５４は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル及びヒドロキシか
らなる群から選択され；
　Ｒ５６及びＲ５７は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、ヒドロキシ、シアノ、及
びＯ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリルか
らなる群から選択され、
　Ｒ５９及びＲ５１０はそれらが結合する炭素原子と共に、任意に置換されてよい（Ｃ３

－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ５０は水素又はＣ１－Ｃ１０アルキルである］。
【請求項２５】
　Ｒ２２がヒドロキシである、請求項２３記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ２１、Ｒ２３及びＲ２４が独立して、水素、ハロゲン及びＣ１－Ｃ１０アルキルから
なる群から選択される、請求項２３記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ２７が－ＮＲ２０ＯＲ２ａ又は－ＮＲ２０－ＮＲ２ｂＲ２ｃである、請求項２６記載
の化合物。
【請求項２８】
　Ｒ２７がＯ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシ
クリルである、請求項２６記載の化合物。
【請求項２９】
　以下の化合物、及びその単一の立体異性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容で
きる塩から選択される、請求項２３記載の化合物：
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５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－６’
－オール；
３－（ヒドロキシメチル）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；
４－（アミノメチル）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－６－オール；
Ｎ－［（６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－４－イル）メチル］アセトアミド；
３－（メトキシメチル）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；
３，５，７，８－テトラメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オー
ル；
６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］
－４－カルボニトリル；
６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－３－
カルバルデヒドＯ－メチルオキシム；
３－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
３－（１－メトキシエチル）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
３－（１－ヒドロキシエチル）－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，１’－
シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－３－
カルバルデヒドＯ－エチルオキシム；
３－［（エトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－３－（１，３－オキサゾール－５－イル）スピロ［クロメン－２，１
’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジメチル－３－（－（４，５－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル）スピ
ロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
７－イソプロピル－５－メチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オー
ル；
５，７－ジエチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；
５，７－ジイソプロピルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール。
【請求項３０】
　式ＩＩＩによって表される化合物、又はその単一の立体異性体、立体異性体の混合物若
しくは薬理学的に許容できる塩：
【化６】

（ＩＩＩ）
［式中、
　Ｒ３０は水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、アラルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ

２－Ｃ１０アルケニル、Ｃ２－Ｃ１０アルキニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ及
びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ
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１４アリールからなる群から選択され；
　Ｒ３１、Ｒ３３及びＲ３４は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シ
クロアルキル、ハロゲン、ニトロ、シアノ、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミ
ノ、スルファニル、Ｃ６－Ｃ１４アリール、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ
原子を有する５～１０員ヘテロシクリル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、カルボキ
シ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、アミド、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル及びＣ２－Ｃ１

０アルキニルからなる群から選択され；又はＲ３３及びＲ３４はこれらに結合する炭素原
子と共に、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ１４アリール、又はＯ、Ｎ及びＳから
選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル環を形成し；
　Ｒ３２はヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、－Ｏ－（Ｃ２－Ｃ１０アルケニル）、－
Ｏ－アシルからなる群から選択され；
　Ｒ３５及びＲ３６は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、ヒドロキシ、Ｃ３－Ｃ１

２シクロアルキル、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ３ｂＲ３ｃ、－ＮＲ３ｄＯＲ３ａ及び－ＮＲ３ｄ－
ＮＲ３ｂＲ３ｃからなる群から選択され；又はそれらが結合する炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ
、Ｃ＝ＮＯＲ３ａ、Ｃ＝Ｎ－ＮＲ３ｂＲ３ｃ、任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シク
ロアルキル環を形成し；
　Ｒ３７及びＲ３８は独立して、水素、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１

２シクロアルキル、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ３ｂＲ３ｃ、－ＮＲ３ｄＯＲ３ａ及び－ＮＲ３ｄ－
ＮＲ３ｂＲ３ｃからなる群から選択され；又はそれらが結合する炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ
、Ｃ＝ＮＯＲ３ａ、Ｃ＝Ｎ－ＮＲ３ｂＲ３ｃ、任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シク
ロアルキル環を形成し；
　Ｒ３９及びＲ３１０は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル又はＣ３－Ｃ１２シクロ
アルキルからなる群から選択され；又はそれらが結合する炭素原子と共に、任意に置換さ
れてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ３ａは水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ア
ルケニル、アシル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１～４のヘテロ原子を有する５～１０員
ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールからなる群から選択され；
　Ｒ３ｂ及びＲ３ｃは独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ３－Ｃ１２シクロアル
キル、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル、アシル、アミノカルボニル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択され
る１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールから
なる群から選択されるか；又はそれらが結合する窒素原子と共に、任意に１～３つのＮ、
Ｏ又はＳ原子が組み込まれ、任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３～８員環を形成
し；
　Ｒ３ｄは水素又はＣ１－Ｃ１０アルキルであり；
　ｍは０又は１であり；
　但し、
　ａ．－ＣＲ３５Ｒ３６、－ＣＲ３７Ｒ３８及び－ＣＲ３９Ｒ３１０の少なくとも一つは
（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環であり；
　ｂ．Ｒ３１、Ｒ３３及びＲ３４のうち一つのみが水素であり；
　ｃ．ｍが０である場合、－ＣＲ３５Ｒ３６はＣ＝Ｏでなく；
　ｄ．ｍが１であり、－ＣＲ３９Ｒ３１０が（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環である場合
、Ｒ３０は水素又はアミノカルボニルでない］。
【請求項３１】
　化合物が式ＩＩＩＡである、請求項３０記載の化合物、又はその単一の立体異性体、立
体異性体の混合物若しくは薬理学的に許容できる塩：
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【化７】

（ＩＩＩＡ）
［式中、
　Ｒ６０は水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、アラルキル、アシル、Ｏ、Ｎ及びＳから選択さ
れる１～４のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロシクリル及びＣ６－Ｃ１４アリールか
らなる群から選択され；
　Ｒ６１、Ｒ６３及びＲ６４は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、ハロゲン、Ｃ２

－Ｃ１０アルケニルからなる群から選択され；
　Ｒ６５及びＲ６６は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル及びヒドロキシからなる群
から選択されるか、又はそれらが結合する炭素原子と共に、Ｃ＝Ｏ又は任意に置換されて
よい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ６７及びＲ６８は独立して、水素、ヒドロキシ及びＣ１－Ｃ１０アルキルからなる群
から選択され、又はそれらが結合する炭素原子と共に、任意に置換されてよい（Ｃ３－Ｃ

４）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ６９及びＲ６１０は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル又はＣ３－Ｃ１２シクロ
アルキルからなる群から選択されるか；又はそれらが結合する炭素原子と共に、任意に置
換されてよい（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環を形成し；
　但し、
　ａ．－ＣＲ６５Ｒ６６、－ＣＲ６７Ｒ６８及び－ＣＲ６９Ｒ６１０の少なくとも一つは
（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環であり；
　ｂ．Ｒ６１、Ｒ６３及びＲ６４のうち一つのみが水素であり；
　ｃ．－ＣＲ６９Ｒ６１０が（Ｃ３－Ｃ４）シクロアルキル環である場合、Ｒ６０は水素
又はアミノカルボニルでない］。
【請求項３２】
　ｍが０であり、Ｒ３２がヒドロキシである、請求項３０記載の化合物。
【請求項３３】
　ｍが１であり、Ｒ３２がヒドロキシである、請求項３０記載の化合物。
【請求項３４】
　請求項１、２３及び３０記載の化合物を薬理学的に許容できる賦形剤とともに含む、医
薬組成物。
【請求項３５】
　医薬用途に用いられる、請求項１、２３及び３０記載の化合物又はその薬理学的に許容
できる塩。
【請求項３６】
　以下の疾患に罹患する対象の治療用医薬の製造のための、請求項１、２３及び３０記載
の化合物又はその薬理学的に許容できる塩の使用：
癌細胞のアポトーシスに関連する疾患（前立腺癌、胃癌、乳癌、膵臓癌、結腸直腸癌、又
は食道癌及び気道癌を含む）；低酸素症又は無酸素症に関連する疾患（アテローム性動脈
硬化症、心筋梗塞、心臓血管疾患、心不全（慢性及びうっ血性心不全を含む）、脳虚血、
網膜虚血、心筋虚血症、術後の認識機能不全及び他の虚血を含む）；炎症に関連する疾患
（糖尿病、動脈炎、炎症性腸疾患、クローン病、腎臟病、月経前症候群、喘息、アレルギ
ー性鼻炎、痛風心肺炎、慢性関節リウマチ、変形性関節症、筋疲労、皮膚の炎症性障害（
ざ瘡、皮膚炎及び乾癬を含む）を含む）；気道障害（喘息、慢性気管支炎、ヒト気道癌腫
、粘液過分泌、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、化学療法または他の薬剤によって生じる
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肺線維症、特発性肺線維症、嚢胞性線維症及び成人呼吸窮迫症候群を含む）；中枢神経系
（ＣＮＳ）障害に関連する疾患（不安症及びうつ病を含む精神障害を含む）；アルツハイ
マー病、痴呆及びパーキンソン病を含む神経変性及び神経炎症；末梢神経疾患（脊索損傷
、頭部外傷、外科的な外傷、同種異系移植片組織及び器官移植拒絶を含む）；乾癬、湿疹
、慢性関節リウマチ及び糖尿病を含む自己免疫疾患；並びに骨損失又は骨生成に関連する
障害。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　第１の態様において、本発明は、式Ｉによって表される化合物、又はその単一の立体異
性体、立体異性体の混合物又は薬理学的に許容できる塩に関する：

【化１】

（Ｉ）
（式中、ＸがＯ又はＳ（Ｏ）0-2であり；Ｒ1、Ｒ3及びＲ4が独立に水素、アルキル、シク
ロアルキル、ハロゲン、ニトロ、シアノ、アミノ、アミノスルホニル、スルホニルアミノ
、スルファニル、アリール、ヘテロシクリル、ヒドロキシル、アシル、アルコキシ、カル
ボキシ、アルコキシルカルボニル、アミド、アルケニル及びアルキニル基から選択され；
（但し、前記アルケニル及びアルキニル基がアリール又はヘテロアリール基によって置換
されていない）又は、Ｒ3及びＲ4が結合する炭素原子と共に結合してシクロアルキル基、
アリール又はヘテロシクリル環を形成し；
　Ｒ2がヒドロキシ、アミノ、カルボニルアミノ、アルコキシ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－アル
キル、－Ｏ－アルケニル、－Ｏ－アシル、－Ｏ－アルキレン－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－ア
ルキレン－ＣＯＯＲa、－ＯＣ（Ｏ）－アミノ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－アルキレン－アミノ、
－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－アルキレン－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－ヘテロシクリル、－ＯＣ（Ｏ）
－アルキレン－ヘテロシクリル、－Ｏ－グルコシド、－Ｏ－ホスホリル、－Ｏ－アルキレ
ン－ホスホリル及び－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＡＡ基からなる群から選択され、ＡＡがアミノ酸又
はジ－、トリ－又はテトラペプチドであり；
　Ｒ5及びＲ6が独立に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヒドロキシ
、アルコキシ、カルボキシ、アルコキシルカルボニル、アルキルカルボニル、アミノ、ア
ミノスルホニル、スルホニルアミノ、スルファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、－ＯＣ
（Ｏ）ＮＲbＲc、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒd、－ＮＲＯＲa及び－ＮＲ－ＮＲbＲcからなる群から
選択されるか；又は、それらが結合する炭素原子と共に結合してＣ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲa、
Ｃ＝Ｎ－ＮＲbＲc又は任意に置換されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ7及びＲ8が独立に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、カ
ルボキシ、アルコキシルカルボニル、アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル、
スルホニルアミノ、スルファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、アリール、ヘテロシクリ
ル、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲbＲc、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒd、－ＮＲＯＲa及び－ＮＲ－ＮＲbＲcから
なる群から選択されるか；又は、それら結合する炭素原子と共に結合してＣ＝Ｏ、Ｃ＝Ｎ
ＯＲa、Ｃ＝Ｎ－ＮＲbＲc又は任意に置換されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環を形
成し；
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　Ｒ9及びＲ10が独立に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、
カルボキシ、アルコキシルカルボニル、アルキルカルボニル、アミノ、アミノスルホニル
、スルホニルアミノ、スルファニル、ニトロ、シアノ、ハロゲン、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲbＲc

、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒd、－ＮＲＯＲa及び－ＮＲ－ＮＲbＲcからなる群から選択されるか；
又は、それらが結合する炭素原子と共に結合して、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲa、Ｃ＝Ｎ－ＮＲb

Ｒc又は任意に置換されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環を形成し；
　Ｒが水素又はアルキル基であり；
　Ｒaが水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、ヘテロシクリル及びアリール基
からなる群から選択され；
　Ｒb及びＲcが独立に、水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アシル、アミノ
カルボニル、ヘテロシクリル及びアリール基からなる群から選択され；又は、それらが結
合する窒素原子と共に、任意に－Ｎ－、－Ｏ－、又は、－Ｓ－原子を１～３個組み込んで
任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３－８員環を形成し；
　Ｒdが水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルコキシ、ヘテロシクリル及
びアリールからなる群から選択され；ｎが０又は１であり；但し、ａ．－ＣＲ5Ｒ6、－Ｃ
Ｒ7Ｒ8、又は－ＣＲ9Ｒ10の少なくとも一つが（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環であり；ｂ
．Ｒ1、Ｒ3及びＲ4のうち一つのみが水素であり；及びｃ．ｎが０である場合、Ｒ5及びＲ
6が独立に水素でないか、又はそれらが結合する炭素原子と共に結合してＣ＝Ｏを形成し
ない。）
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　別の実施形態において、本発明は、式ＩＡの化合物、又はその単一の立体異性体、立体
異性体の混合物又は薬理学的に許容できる塩に関する。
【化２】

（ＩＡ）
（式中、ＸがＯ又はＳ（Ｏ）0-2であり；Ｒ41、Ｒ43及びＲ44が独立に、水素、ハロ、ア
シル、アルケニル、ヘテロシクリル、及びアミノ、ヒドロキシ、アルコキシ、ヘテロシク
リル、カルボニルアミノによって任意に置換されるアルキル基からなる群から選択され；
Ｒ42は、ヒドロキシ、アルコキシ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－アルキル、－Ｏ－アシル、－Ｏ－
アルキレン－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－アルキレン－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－アルキレ
ン－アミノ、－ＯＣ（Ｏ）－ヘテロシクリル、－ＯＣ（Ｏ）－アルキレン－ヘテロシクリ
ル及びＯＣ（Ｏ）－カルボニルアミノからなる群から選択され；Ｒ45及びＲ46が独立に、
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水素、アルキル、ヘテロシクリル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノ、アミノスルホニル
、スルホニルアミノ、スルファニル、シアノ基、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲbＲc、－ＮＲＣ（Ｏ）
Ｒd、－ＮＲＯＲaからなる群から選択されるか、又は、それらが結合する炭素原子と共に
結合してＣ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲa又は任意に置換されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環
を形成し；
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　Ｒ47及びＲ48が独立に水素、アルキル、ヒドロキシ及びアルコキシ及びヘテロシクリル
基からなる群から選択され、又は、それらが結合する炭素原子と共に結合して任意に置換
されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環を形成し；Ｒ49及びＲ410が独立に水素、アル
キル、シクロアルキル、ヒドロキシ及びアルコキシからなる群から選択され、又は、それ
らが結合する炭素原子と共に結合して任意に置換されてよい（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル
環を形成し；Ｒaが水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、ヘテロシクリル及び
アリール基からなる群から選択され；Ｒb及びＲcが独立に、水素、アルキル、シクロアル
キル、アルケニル、アシル、アミノカルボニル、ヘテロシクリル及びアリールからなる群
から選択され；又は、それらが結合する窒素元素と共に、任意に１～３個の－Ｎ－、－Ｏ
－、又は、－Ｓ－原子を組み込む、任意に置換されてよい、飽和又は不飽和の３－８員環
を形成し；但し、ａ．－ＣＲ45Ｒ46、－ＣＲ47Ｒ48、又は－ＣＲ49Ｒ410の少なくとも一
つが（Ｃ3－Ｃ4）シクロアルキル環であり；及びｂ．Ｒ41、Ｒ43及びＲ44のうち一つのみ
が水素である。）
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　Ｒ20が水素又はアルキル基であり；Ｒ200が水素、アルキル、アラルキル、シクロアル
キル、アルケニル、アルキニル、アシル、アミノカルボニル、ヘテロシクリル及びアリー
ル基からなる群から選択され；Ｒ2aが水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、ヘ
テロシクリル及びアリールからなる群から選択され；Ｒ2b及びＲ2cが独立に、水素、アル
キル、シクロアルキル、アルケニル、アシル、アミノカルボニル、ヘテロシクリル及びア
リールからなる群から選択され；又は、それらが結合する窒素元素と共に、任意に１～３
個の－Ｎ－、－Ｏ－、又は、－Ｓ－原子を組み込む、任意に置換されてよい、飽和又は不
飽和の３－８員環を形成し；Ｒ2dが水素、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アミ
ノ、アルコキシ、ヘテロシクリル及びアリールからなる群から選択され；Ｒ26又はＲ27が
－ＮＲ20Ｃ（Ｏ）Ｒ2d、－ＮＨＯＲ2a又は－ＮＨ－ＮＲ2bＲ2cである場合、Ｒ21、Ｒ22、
Ｒ23及びＲ24のうち一つのみが水素である。）
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　４－（メトキシアミノ）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；２－（ジメチルアミノ）エチル５，７，８
－トリメチルスピロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６－イル炭酸塩；５，７，
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８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－
イル１Ｈ－イミダゾール－１－カルボン酸塩；２－（７－クロロ－５，８－ジメチルスピ
ロ［クロマン－２，１’－シクロブタン］－６－イルオキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパ
ン－１－アミン；４－アミノ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロ
メン－２，１’－シクロブタン］－６－イルアセテート；４－（ヘキシルアミノ）－５，
７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；１－（
ジメチルアミノ）－３－［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－スピロ
－［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル）オキシ］プロパン－２－オール；
１－（ピロリジニル）－３－［（５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ス
ピロ－［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル）オキシ］プロパン－２－オー
ル；５，７，８－トリメチル－４－ピロリジン－１－イル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－（アミノメチル）－５，７，８－
トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４，６－
ジオール；５，７，８－トリメチル－４－モルホリン－４－イル－３，４－ジヒドロスピ
ロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－（１Ｈ－イミダゾール－１
－イル）－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－６－オール；５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－３，６－ジオール；４－（シクロプロピルアミノ）－５
，７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－オール；５，
７，８－トリメチルスピロ［クロマン－３，１’－シクロブタン］－６－イル２－（ジメ
チルアミノ）アセテート；３－メトキシ－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－（アミノメチル）－５，
７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－
６－オール；
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　４－（エトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２
，１’－シクロブタン］－６－オール；５－［１－（エトキシアミノ）エチル］－７，８
－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オー
ル；４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－
２，１’－シクロブタン］－６－イルアセテート；４’－（メトキシアミノ）－５’，７
’－ジメチル－３’，４’－ジヒドロスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］
－６’－オール；４－（エトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ
［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－［メトキシ（メチル）アミノ
］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－６－オール；６－ヒドロキシ－５，７，８－トリメチルスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オンオキシム；４－（ヒドロキシアミノ）－５，７
，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６
－オール；８－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール５，７－ジメチル－８－ビニル
－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－［
ヒドロキシ（メチル）アミノ］－５，７，８－トリメチル－３，４－ジヒドロスピロ［ク
ロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オンオキシム；４－（ヒドロ
キシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シク
ロブタン］－６－オール；４－［ヒドロキシ（メチル）アミノ］－５，７－ジメチル－３
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，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；８－［（エ
トキシアミノ）メチル］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，
１’－シクロブタン］－６－オール；４－［メトキシ（メチル）アミノ］－５，７－ジメ
チル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４
－［エチル（メトキシ）アミノ］－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；５，７－ジメチル－４－メトキシアミノ－
３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル（ジメチルア
ミノ）－アセテート；エチル４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒ
ドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イル炭酸塩；６－ヒドロキシ－
５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ
－メチルオキシム；
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　（４Ｅ）－６－ヒドロキシ－５，７－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；（４Ｚ）－６－ヒドロキシ－５，７－
ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－エチル
オキシム；５－エチル－４－（メトキシアミノ）－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロ
スピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－（エトキシアミノ）－
５－エチル－７，８－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロ
ブタン］－６－オール；５－エチル－６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；５－エチル－
６－ヒドロキシ－７，８－ジメチルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチル
スピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－メチル
オキシム；６’－ヒドロキシ－５’，７’，８’－トリメチルスピロ［シクロブタン－１
，２’－チオクロメン］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；６’－ヒドロキ
シ－５’，７’－ジメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン］－４’（３
’Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；３－［（メトキシアミノ）メチル］－５，７－ジメ
チルスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－イルピバル酸塩；メチル３－（
６－ヒドロキシ－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シ
クロブタン］－８－イル）－４，５－ジヒドロイソオキサゾール－５－カルボン酸塩；６
’－ヒドロキシ－５’，７’－ジメチルスピロ［シクロブタン－１，２’－チオクロメン
］－４’（３’Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；５，７－ジエチル－６－ヒドロキシス
ピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オン　Ｏ－メチルオキシム；
５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－４（
３Ｈ）－オン　Ｏ－エチルオキシム；５，７－ジエチル－６－ヒドロキシスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－４（３Ｈ）－オンオキシム；（４Ｓ）－４－（メトキシ
アミノ）－５，７－ジメチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブ
タン］－６－オール；（４Ｒ）－４－（メトキシアミノ）－５，７－ジメチル－３，４－
ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；５，７－ジメチル
－８－（５－ブチル－イソオキサゾール－３－イル）－３，４－ジヒドロスピロ［クロメ
ン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－（エトキシアミノ）－５，７－ジエチ
ル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’－シクロブタン］－６－オール；４－
（メトキシアミノ）－５，７－ジエチル－３，４－ジヒドロスピロ［クロメン－２，１’
－シクロブタン］－６－オール；
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